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は
じ
め
に

一　

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
読
む

研
究
の
手
引
き
書
と
し
て
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
／
フ
ィ
ジ
ー
の
も

て
な
し
文
化
／
歓
待
の
心
│
「
側
」（
ヤ
サ
ナ
）
と
「
支
え
」（
ト

コ
ナ
）
／
ヴ
ィ
テ
ィ
レ
ヴ
島
の
空
間
構
成
／
国
際
線
側
と
国
内

線
側
／
お
わ
り
に

二　

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
│
│
親
族
関
係
が
織
り
な
す
世
界

親
族
関
係
と
イ
ン
ド
系
フ
ィ
ジ
ー
人
／
双
分
的
関
係
／
母
方
親

族
関
係
／
通
過
儀
礼
と
母
方
親
族
関
係
／
冗
談
関
係
と
忌
避
／

お
わ
り
に
│
親
族
関
係
の
意
義

三　

首
長
と
長
老
の
秩
序
の
世
界
│
│
ト
カ
イ
マ
ロ
の
首
長
制

は
じ
め
に
│
首
長
と
村
の
秩
序
／
フ
ィ
ジ
ー
首
長
制
と
ト
カ
イ

マ
ロ
首
長
制
／
ナ
ヤ
ウ
レ
ヴ
村
の
ヤ
ヴ
サ
と
首
長
／
首
長
と
長

老
の
支
配
／
首
長
、
長
老
と
霊
の
世
界
／
首
長
制
の
現
在

四　

現
代
を
生
き
る
ブ
ラ
の
世
界
│
│
キ
リ
ス
ト
教
と
村
の
信
仰
生
活

フ
ィ
ジ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
／
村
の
教
会
／
教
会
組
織
と
そ
の
役

割
／
新
興
教
派
の
活
動
／
ヤ
ム
芋
か
ら
砂
糖
黍
へ
│
村
の
経
済

生
活
と
そ
の
変
化　

伝
統
的
農
耕
と
生
活
／
ヤ
ム
を
中
心
と
し

た
農
耕
／
村
の
フ
ィ
ジ
ー
人
の
経
済
生
活
／
村
の
経
済
と
政
治

六　

人
生
儀
礼
と
女
性
の
力

中
部
諸
島
バ
テ
ィ
キ
島
の
人
生
儀
礼
／
人
生
観
と
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
／
葬
送
儀
礼
の
一
例
／
女
性
の
支
え
る
力
／
死
者
の
女
性

親
族
の
座
順
／
お
わ
り
に

七　
「
家
」
と
家
事
労
働

は
じ
め
に
／
家
族
と
「
家
」
／
家
事
労
働
の
意
味
／
家
族
と
家

屋
を
め
ぐ
る
三
つ
の
民
俗
モ
デ
ル
／
お
わ
り
に

八　

カ
ヴ
ァ
飲
料
│
│ 

循
環
す
る
ブ
ラ
の
力

は
じ
め
に
／
カ
ヴ
ァ
儀
礼
の
特
徴
／
カ
ヴ
ァ
を
め
ぐ
る
諸
説
／

カ
ヴ
ァ
儀
礼
の
空
間
構
成
／
天
・
陸
・
海
の
支
え
合
い
と
ブ
ラ

の
循
環
／
お
わ
り
に

あ
と
が
き　

参
考
文
献　

現
地
語
表
記
一
覧

●
「
ブ
ラ
」
と
は
、
血
液
や
水
・
風
の
よ
う
な
、
循
環
す
る
豊
饒
性
や
生
命
力
を
指
す
。
本
書
は
観

光
ガ
イ
ド
に
は
な
い
、フ
ィ
ジ
ー
の
暮
ら
し
と
人
々
の
世
界
観
を
描
い
た
、初
の
「
案
内
書
」
で
あ
る
。

…
…
本
書
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
八
つ
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
成

る
が
、
フ
ィ
ジ
ー
文
化
を
網
羅
的
に
紹
介
し
た
概
説
書
で
は
な

い
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
考
察
を
加
え

て
い
る
と
は
い
え
、
専
門
家
の
み
を
念
頭
に
書
か
れ
た
も
の
で

も
な
い
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
ブ
ラ
」
の
概
念
を
共
通
項

と
し
て
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
村
の
フ
ィ
ジ
ー
人
の
日
常
生

活
の
諸
側
面
の
一
端
を
、
こ
の
地
域
の
社
会
、
文
化
に
関
心
を

持
つ
読
者
に
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
フ
ィ

ジ
ー
東
部
諸
島
や
ヴ
ァ
ヌ
ア
レ
ヴ
島
に
関
し
て
は
記
述
さ
れ
て

な
い
。
ま
た
、
都
市
部
の
多
民
族
的
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
も

少
な
い
な
ど
偏
り
は
あ
る
が
、
観
光
、
生
業
、
社
会
関
係
、
宗

教
、
政
治
、
人
生
儀
礼
、
家
族
、
食
文
化
な
ど
、
相
当
に
広
い

範
囲
に
わ
た
る
話
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
フ
ィ

ジ
ー
の
全
体
像
に
近
づ
け
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

あ
く
ま
で
各
章
読
み
切
り
の
事
例
集
と
し
て
編
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
ま
ま
フ
ィ
ジ
ー
全
体
に
一
般
化
で
き
な
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

著
者
達
は
、
講
義
や
演
習
で
オ
セ
ア
ニ
ア
文
化
に
ふ
れ
る
こ

と
が
多
々
あ
る
が
、
オ
セ
ア
ニ
ア
島
嶼
地
域
の
日
常
生
活
を
具

体
的
に
紹
介
し
た
、
日
本
語
で
読
め
る
本
が
意
外
と
少
な
い
こ

と
を
実
感
し
て
い
る
。
フ
ィ
ジ
ー
を
含
む
オ
セ
ア
ニ
ア
文
化
に

関
心
を
持
つ
方
々
の
研
究
の
参
考
資
料
や
副
読
本
と
し
て
ば
か

り
で
な
く
、
こ
の
地
域
で
の
仕
事
や
交
流
に
関
与
す
る
方
々
の

た
め
の
参
考
と
し
て
お
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
勝

る
喜
び
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
は
じ
め
に
」
よ
り
）

ブ
ラ
の
世
界　
フ
ィ
ジ
ー
人
の
日
常
生
活


